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Ⅰ．心身の健全な発育に資する事業 (寄付行為第 4 条 1 号) 
 
【ボランティア事業部―青少年】 
 
た ま り 場 

 

 

 

 

プログラム 
開催日 テーマ 講 師 人数 

第 1 回 

5 月 16 日(土) 
みんなでしゃべろう！語ろう！Part1 新倉春美 

（名古屋ＹＷＣＡ会員） 
8 

第 2 回 

6 月 20 日(土) 

認知症 
～大切なものを忘れていく…～ 

村瀬恵美 
（多文化共生サークル smile） 

11 

第 3 回 

8 月 29 日(土) 
「なごや子ども条例」ってなあに？ 藤田真利・新倉春美 

（特定非営利活動法人こどもＮＰＯ理事） 
11 

第 4 回 

9 月 26 日(土) 

みんなでしゃべろう！語ろう！ 
番外編 

名古屋ＹＷCA たまり場 
グループメンバー 

9 

第 5 回 

10月24日(土) 
身近に暮らすガイコクジン ミンティン氏 

加藤里紗（多文化共生サークル smile） 
16 

第 6 回 

11月28日(土) 

野宿労働者支援 
～国内の貧困問題を一緒に考えよう～ 

斎藤順子（ＮＰＯ法人 ＩＣＡＮ） 
山内徹（ささしま共生会 炊き出しボランティア） 

9 

第 7 回 

1 月 16 日(土) 
「Know 業」をもっと知ってみませんか？ 寺園風（多文化共生サークル smile） 

希代翔（多文化共生サークル smile） 
11 

第 8 回 

2 月 20 日(土) 
みんなでしゃべろう！語ろう！Part2 名古屋ＹＷCA たまり場 

グループメンバー 
 5 

 
例会の回数と延べ人数  

 

もうやっこサリサリ 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 
開催日 プログラム名 テーマ 講師 回数 人数 

5月 24 日 
 
 

第 8 回日本フェミニストカ
ウンセリング学会全国大会
ワークショップ 
「女性のためのリーダーシ
ップトレーニング」とは？
を考える 

「新しい女性のためのリーダ
ーシップトレーニング」につ
いて、開発のポイントなどを
紹介し、実際にワークを行な
った上で、より良いワークシ
ョップにするために検討する

もうやっこサリサ
リメンバー 
・浅田明日香 
・高木佐知子 
・新倉春美 
・増井さとみ 
・三宅ゆかり 

1 16 

在籍 内訳 年齢 性別  

 会員 会友 その他 年少 成人 女性 男性 助言者 回数 延人数 

10 5 2 3 0 10 7 3 0 3 9 

昨年度に開発した「女性のためのリーダーシップトレーニング」の精度を高め

るため、さまざまな機会を得て、ワークショップを実施し、検証を重ね、改良を

行なった。６月には、日本ＹＷＣＡが主催する「出前ワークショップ」の依頼が

神戸ＹＷＣＡから届き、会員研修会で「女性のための新しいリーダーシップトレ

ーニング」と題して実施した。このトレーニングでは、「メンバーの一人が全責

任を担い、トップダウン方式で運営する従来の方式」と、「メンバー一人ひとり

が責任を持って、関係性やその人の力を大切にした形式」とをワークを通して比

較検討し、自分自身の組織にマッチしたリーダーシップのあり方に気づくという

ことを目的として行なった。グループのメンバーも、ワークショップを実施する

ことで様々なことが発見でき、実り多い活動ができた。   （増井さとみ） 

これまでと同様に、年８回のプログラムを今年度も継続することができた。社会的なテーマを多く設定し

たが、若者に興味を持ってもらえるよう、積極的に参加型の手法を取り入れることができた。また、参加者

数が昨年よりも減っていることを踏まえて、今後のプログラムの実施について検討した。実施形式、対象者

の設定、運営者・参加者のニーズのすり合わせなど、見えてきた課題を前向きに捉え、若者らしく柔軟に、

今後のプログラムに変革を起こしていきたい。                    （下村優紀） 

 
神戸ＹＷＣＡにて 

 会員集会ワークショップ 
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6 月 6 日 2009 年度会員研修会 
女性のための「新しい」リ
ーダーシップトレーニング 
（日本 YWCA 主催出前ワー
クショップ：神戸 YWCA） 

従来のトップダウン形式のリ
ーダーシップではない、新し
いリーダーシップを体験し、
検討する 

もうやっこサリサ
リメンバー 
・高木佐知子 
・新倉春美 
・増井さとみ 
・三宅ゆかり 

1 13 

 
例会の回数と延べ人数 

 

Lumine（ルミネ） 
 
 
 
 
 
プログラム 
開催日 プログラム名 テーマ 講師 回数 人数 

7 月 20 日
（月・祝） 

愛知サマーセミナ
ーへの講座出展 

搾取される世界の子ども～紙芝
居で考えよう（紙芝居作りを通し
て、性的・経済的に搾取される子
ども達の現状を考える） 

名古屋ＹＷＣＡグル
ープ Lumine 

1 8 

 
例会の回数と延べ人数 

 

からころの会 

 

 
 
 
プログラム 

開催日 プログラム名 テーマ 講師 回数 人数 

4月 9 日 
5 月 14 日 
10 月 15 日 
11 月 12 日 
2 月 4 日 

ＢＯＤＹ＆ＭＩＮＤ 
ワークショップ 

自分自身の問題と向き合う 松井洋子 5 40 

 
日常活動 

日時 活動内容 回数 参加人数 グループからの参加者 

月・木 ダンスレッスン、歌の稽古、楽器の練習 52 404 404 

 
例会の回数と延べ人数 

 

在籍 内訳 年齢 性別  

 会員 会友 その他 年少 成人 女性 男性 助言者 回数 延人数 

5 5 0 0 0 5 5 0 0 8 34 

在籍 内訳 年齢 性別  

 会員 会友 その他 年少 成人 女性 男性 助言者 回数 延人数 

7 2 1 4 0 7 5 2 0 3 8 

在籍 内訳 年齢 性別  
 会員 会友 その他 年少 成人 女性 男性 助言者 回数 延人数

15 2 1 12 0 15 9 6 1 59 316 

 今年度も、昨年度以前から継続して愛知サマーセミナーへの講座出展を行った。今回は子ども買春を中心

として、性的・経済的に搾取される子ども達の現状を扱った。身近に感じにくいテーマではあるものの、紙

芝居づくりというタスクを取り入れることで、参加者（ほとんどが高校生）にとって少しは取り組みやすい

ものになったと考えられる。                            （新倉春美） 

 例会活動では、２０代から６０代までのメンバーがともに舞台に向けての自主練やダンスレッスン、楽器

の演奏などのけいこを積み重ね、５月と１１月の大阪での舞台で上演。有意義な活動だった。 

 年間５回のワークショップでは、自分自身の問題に向き合うことを支えあい、共に成長する場となった。

（鬼頭真由美） 


